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報道関係者各位                               2020 年 7 月 14 日 

プレスリリース                               東北芸術工科大学 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

「みちのおくの芸術祭 山形ビエンナーレ 2020」9月にオンラインで開催。 

芸術監督は現役医師の稲葉俊郎氏。テーマは「いのち」 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

東北芸術工科大学(山形市上桜田／学長：中山ダイス

ケ)では、今年、現役医師の稲葉俊郎氏（軽井沢病院

総合診療科医長、信州大学社会基盤研究所特任准教

授、東京大学先端科学技術研究センター客員研究員）

を芸術監督に迎え、2020 年 9月 5日から 4回目とな

る「山形ビエンナーレ 2020」を開催します。 

 

過去 3 回、山形市内を舞台に様々な芸術作品、アー

トプロジェクトを発表してきましたが、山形ビエン

ナーレ 2020 では世界の状況が一変した中で芸術祭

の新しい可能性を示すべく、テーマを「山のかたち、

いのちの形～全体性を取り戻す芸術祭～ 」とし、オ

ンライン配信を中心にプログラムを展開します。多

くのゲストアーティストと共に、芸術文化の存在意

義、価値を山形から発信します。 

 

このプレスリリースと同時に公式 web サイトもオー

プン。今後はタイムリーに各プログラム詳細をアッ

プデートしていきます。 

公式 web サイト： https://biennale.tuad.ac.jp 

 

 

■みちのおくの芸術祭 山形ビエンナーレ 2020 「山のかたち、いのちの形～全体性を取り戻す芸術祭～」 

会期：2020年 9 月 5日（土）～27 日（日） 

※会期中の 金・土・日・祝日 にライブ配信あり。 

※開幕から蓄積される各プログラムのアーカイブは、随時オンデマンドで視聴・閲覧が可能です。 

参加料：無料（一部のプログラムは有料） 

 

■本芸術祭の 4つの特徴 

○芸術監督に現役医師の稲葉俊郎氏が就任 

○開催テーマは「山のかたち、いのちの形～全体性を取り戻す芸術祭～」 

○多彩なジャンル（アート＆デザイン、音楽、食、工芸、民族学）で構成されたコンテンツを多数配信 

○期間限定のネットショップをオープン。 
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「山形ビエンナーレ 2020 」開催について 

総合プロデューサー：中山ダイスケのメッセージ  

 

新型コロナウィルス流行による影響で、多くの文化イベ

ントが中止となっていますが、私たちは「山形ビエンナ

ーレ 2020」を感染予防に配慮した「オンライン型」で実

施することを決定いたしました。 

 

本芸術祭は、第 1 回目の 2014 年に「山をひらく」と題

し、震災以後の「みちのくへの入り口」を開くために始

まりました。東北芸術工科大学が主催し、アーティスト

と学生と地域住民が一緒に作った小さなビエンナーレは、

2018 年まで 3回開催されました。 

 

4 回目を迎える今年は、現役医師である稲葉俊郎氏を新

芸術監督に迎え、新たなシリーズを始めます。「山のかた

ち、いのちの形」と題し、命をとりまく全体性をテーマ

にしたアート＆カルチャーのミックスイベントは、前シ

リーズよりもさらに地域を舞台にして多くの学生や住民

が参加する形での開催を準備しておりましたが、アーテ

ィストの移動や住民との接触が制限される状況であって

も、社会全体が命や健康について感じ合っている今だか

らこそ、中止ではなく発信すべきであると判断しました。 

 

オンライン開催となるため、これまでのように多くの観客のみなさまに初秋の美しい山形を訪れていただくこ

とはできませんが、様々な web コンテンツを通して山形やアート体験に接していただければ幸いです。 

 

中山ダイスケ（なかやま・だいすけ）プロフィール 

1968 年香川県生まれ。現代美術家、アートディレクター、株式会社 daicon代表取締役。共同アトリエ「スタジオ食堂」の

プロデュースに携わり、アートシーン創造の一時代をつくった。1997 年ロックフェラー財団の招待により渡米、2002 年ま

で 5 年間、ニューヨークをベースに活動。ファッションショーの演出や舞台美術、店舗などのアートディレクションなど

美術以外の活動も幅広い。山形県産果汁 100％のジュース「山形代表」シリーズのデザインや広告、スポーツ団体等との連

携プロジェクトなど「地域のデザイン」活動も活発に展開している。2018 年 4月、東北芸術工科大学学長に就任。 
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テーマ「山のかたち、いのちの形～全体性を取り戻す芸術祭～」 

芸術監督：稲葉俊郎氏のメッセージ  

 

わたしたちが生きる行為は生命の全体的な営みである。

心・体・命・人生・自然。お互いが関係性を持ちなが

ら部分と全体とが相互に影響しあっている。 

 

自然界は常に変化のプロセスにいるからこそ、時には

わたしたちの心身も変化し、バランスは崩れる。心身

と命のバランスを失いかけている時には、全体性を取

り戻す場が必要だ。完璧で完全な場は存在しなくても、

全体性が保たれている場は生み出すことができる。 

 

2020 年の新型コロナウィルス流行を契機に、社会は大

きく変わる。もう元には戻れない。わたしたちはお互

いの距離を大切にし、あらゆる生  命との距離を大

切にする社会へとシフトする。 

 

色々な転換が起きる。量よりも質を大切にする。浅い

つながりよりも、深いつながりを求める。「いのち」の

根元を見つめなおし、「いのち」と結びついた社会を求

める。わたしたちは、「生命力」や「共感力」といった

「力」を必要とし、そうした「力」を分け合い、共有  

する場を共に創り上げていく。 

 

このコロナ禍で、ドイツ政府が「アーティストは必要不可欠であるだけでなく、生命維持に必要だ」と唱

えたが、「アートがわたしたちの生活を支える大切な社会基盤である」との考えは、まだ日本では定着し

ていない。 

 

山形ビエンナーレは、現役の医師が芸術監督を務める芸術祭として、わたしたちが固有の健康を回復する

未来の養生所になることを目指す。「いのち」に対して開かれ、「いのち」というフィロソフィーを共有す

る芸術祭でもある。 

 

わたしたちの「いのち」は、森羅万象に開かれている。わたしたちひとりひとりは、一対一で宇宙に対峙

している。この過酷な自然環境の中で、どんな絶望の中でもどんなに困難な状況でも希望を持って生きて

いくことを、多くの先人たちが繰り返してきた。それこそが人類の歴史だ。どんなにくじけそうなときで

も、文化や芸術の力によっていのちに火が灯され、心身が目覚め、いのちの力が呼びさまされて蘇生す

る。 

 

「芸術」と「祭り」の本質を損なわないようにしながら、現代でどのようにして芸術祭は開催できるのだ

ろうか。直接的にも間接的にも文化や芸術に携わる人たちが、「アーティスト（アート）は必要不可欠で

あるだけでなく、生命維持に必要なのだ」という問いへの返答として、共に悩み、共に考え、共に心を動

かし、共に表現することこそが、新しい時代の芽生えとなる。そうした問いへの返答を、未来へと投げか

ける芸術祭である。 
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稲葉俊郎（いなば・としろう）プロフィール 

1979 年熊本生まれ、2004 年東京大学医学部医学科卒業、2014 年東京大学医学系研究科内科学大学院博士課程卒業（医学

博士）。現在、軽井沢病院 総合診療科医長、信州大学 社会基盤研究所 特任准教授、東京大学 先端科学技術研究セン

ター 客員研究員。東大病院時代では心臓を内科的に治療するカテーテル治療や先天性心疾患を専門とし、往診による在宅

医療も週に一度行いながら、夏には山岳医療にも従事している（東大医学部山岳部監督）。医療の多様性と調和への土壌づ

くりのため、西洋医学だけではなく伝統医療、補完代替医療、民間医療も広く修める。国宝『医心方』（平安時代に編集さ

れた日本最古の医学書）の勉強会も主宰。くらしや生活から医療を見直すため、民俗学の映像上映会も主催、企画（民映

研の映像を主に使用）。未来の医療と社会の創発のため、伝統芸能、芸術、民俗学、農業・・・など、あらゆる分野との接

点を探る対話を積極的に行っている。 

 

 

「山形ビエンナーレ 2020」プロジェクト・プログラム紹介 

本芸術祭の公式 webサイト（https://biennale.tuad.ac.jp）をプラットフォームに、オンラインによる

コンテンツ配信と各種メディアミックスで開催します。芸術監督の稲葉俊郎氏のほか本学教員がキュレ

ーターとなり、アート＆デザイン、音楽、食、工芸、歴史など様々なジャンルのオリジナルコンテンツを

展開します。会期中の週末（金・土・日・祝日）には、LIVE配信を行うほか、オンデマンドで視聴できる

コンテンツや、陶器など作家作品が購入できるオンラインショップも設置します。発信スタジオは、東北

芸術工科大学キャンパス内および山形市内。 

以下、各プログラム概要 ※プログラム内容は変更する場合があります。 

 

 

１ いのちの学校｜担当キュレーター：稲葉俊郎、岩井天志 

アート、音楽、パフォーマンス、食、ボディーワーク、レクチャーなどのプログラムをオンラインで開催。出

演者と参加者が同列となり「いのち」の在り方を共有し、身体の全体性、こころの全体性を取り戻す場を創造

する。（オンデマンド配信、LIVE 配信、ネット販売） 

 

参加アーティスト（予定） 

青葉市子（音楽家）、Akiko（ジャズシンガー）、池田早紀（アーユルヴェーダ カウンセラー&セラピスト）、稲葉俊郎（医

師、山形ビエンナーレ芸術監督）、岩崎航（詩人）、上野雄次（花道家）、内田輝（音楽家）、OLAibi（音楽家）、勝見淳平

（培養発酵宙造研究所 所長）、後藤誠二（パーソナルコーチ）、木村泰子（大阪市立大空小学校初代校長）、GOMA（ディジ

ュリドゥアーティスト／画家）、鈴木ヒラク（アーティスト）、瀬藤康嗣（サウンドアーティスト）、鶴田真由（女優）、Le 

duo N'imPorte Quoi（ミュージシャン）、遠野未来（建築家）、中山晃子（アーティスト）、成瀬正憲（山伏／採集者）、藤

田陽介（アーティスト）、プリミ恥部（宇宙 LOVE アーティスト）、マヒトゥ・ザ・ピーポー、ミカエル・シュプランガー

（AI 研究者）、三原寛子（料理家／南風食堂）、村岡ケンイチ（似顔絵セラピー代表／イラストレーター）、yasuhide ono

（アクセサリー作家／うつしき代表）、山川冬樹（美術家／ホーメイ歌手）、yuko morii（オーナメント） 

 

 

２ 土と人｜担当キュレーター：岩井天志、稲葉俊郎 

地球を想い、人と人が繋がり、健やかな生き方がうまれるフィールドをつくっていくコミュニティ。山形

県を中心とした有機農家、伝承野菜農家の活動を紹介すると共に、マクロビオティック、菜食のお店、『い

のちのテーブル』などが出店（出展）するオーガニックマーケットを会期中に開催予定。（オンデマンド

配信、ネット販売） 
協力／山形県農林水産部農業技術環境課、山形県有機農業者推進協議会 
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３ 現代山形考～藻が湖伝説｜担当キュレーター：三瀬夏之介、宮本晶朗 

山形県村山地方に伝わる「藻が湖伝説」 を軸にタウンミーティング型の地域研究をスタートさせ、新た

な郷土史を編集し刊行。フィールドワークを重ねたアーティストたちの制作プロセスや作品をメディア

ミックスで発信する。(オンデマンド配信、LIVE 配信) 
 

参加アーティスト（予定） 

アイハラケンジ（アートディレクター・デザイナー）、青野文昭（美術家）、青山夢（東北芸術工科大学大学院生）、秋山さ

やか（美術家）、浅野友理子（画家）、阿部麻衣子（アシスタントキュレーター）、アメフラシ（コレクティブ）、井戸博章

（彫刻家／保存修復家）、石倉敏明（芸術人類学／神話学）、尾花賢一（美術家）、岡崎裕美子（歌人）、岡村桂三郎（日本画

家）、狩野宏明（画家）、金子朋樹（日本画家）、草彅裕（写真家）、ゲッコーパレード（演劇）、現代風神雷神考（コレクテ

ィブ）、後藤拓郎（画家）、是恒さくら（美術家）、ナオヤ（イラストレーター）、永岡大輔（美術家）、中村ケンゴ（日本画

家）、ハタユキコ（画家）、深井聡一郎（彫刻家）、番場三雄（日本画家）、水野健一郎（アーティスト）、三瀬夏之介（日本

画家）、森岡督行（森岡書店店主）、吉賀伸（彫刻家） 

 

 

４ 『10 年の器・10 年の菓子』東北芸術工科大学工芸コース×乃し梅本舗佐藤屋 10 周年企画｜ 

担当キュレーター：深井聡一郎 

東北芸術工科大学 芸術学部 美術科工芸コースと乃し梅本舗佐藤屋は、2011 年度より学生たちの器に新

しい和菓子を創作する共同プロジェクト（授業）を実施。今年で 10 周年の節目に、この授業を受講し、

その後プロとして活動を始めた卒業生を集め web での展示、トーク、販売を行う。またアーティストに

よる作品紹介番組「ビエンナーレショップチャンネル」を LIVE 配信。(オンデマンド配信、LIVE 配信) 
 
参加アーティスト（予定） 

佐藤慎太郎（乃し梅本舗佐藤屋）、中崎透（美術家）、東北芸術工科大学 芸術学部 美術科 工芸コース卒業生 

 

 

５ 山の上の陶器市ウェブ版｜担当キュレーター：深井聡一郎 

前回ビエンナーレでも好評だった「山の上の陶器市」が今回はオンライン上で開催。参加作家との対話か

ら作品の購入までをオンラインで行う。（オンデマンド配信、双方向 LIVE 配信、ネット販売） 
 
※参加アーティストは現在調整中 

 

 

６ まちとひと｜担当キュレーター：青山ひろゆき、アイハラケンジ、安達大悟 

山形駅前大手門通りすずらん商店街を舞台に、市民・アーティスト・デザイナーの三者で、多様性や調和、

学びや営みをテーマに、新しい「街と人のかたち」を多角的に検証する。（オンデマンド配信、LIVE 配信、

ネット販売） 

 

参加アーティスト（予定） 

青山ひろゆき（画家）、大山顕（写真家）、大脇理智（芸術家）、金子朋樹（画家）×土澤修次郎（木工職人）、木原正徳（画

家）、鴻崎正武（画家）、小林伸好（漆作家）、佐々木理一（陶芸家）、澤口俊輔（美術家）、末永敏明（画家）、杉の下意匠室

（デザイン事務所）、ハレの養生（渋谷七奈・福田美里・前田明日美・増子博子）、土澤潮（デザイナー）、長沢明（画家）、

中村桂子（版画家）萩原尚季（デザイナー）、藤田寿人（デザイナー）、細川貴司（画家）、保田井智之（彫刻家）、松村泰三

（美術科）、村上滋郎（美術家）、室井公美子（美術家）、屋代敏博（写真家）、柳田哲雄（テキスタイル作家）、佐藤裕吾（デ

ザイナー）、吉田勝信（デザイナー）、吉野敏充（デザイナー）、若月公平（版画家） 
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７ PINK PROJECT 2020 言葉を採集する＞ 担当キュレーター／原高史 

コロナ禍で人類にとって新たなる時代が訪れ、「STAY HOME」の中、それぞれが自分を見つめ、これからど

う生きていくか考えるきっかけとなった。新たな時代に向き合う市民から、山形市にある施設「山形まな

び館」の１階を拠点にインタビューを行い、採集した言葉を保管して展示する。地域の人達と共に新しい

視点で地域の現状や未来を語り合う場を創出し、一連の活動プロセスにより大きく変貌する市街地の風

景の変化を目の当たりにすることで、自ら主体的に街に変化をもたらす。言葉の収集のプロセスとアート

を通して山形の意識を変えていく。（展示、オンデマンド配信） 

 

参加アーティスト（予定） 

原高史（現代美術家・コミュニケーションデザイン） 

 

共有設備制作 

スタジオブース制作／濱定史（建築家）、荒達宏（大工）、藤田謙（金工作家）、坂井直樹（金工作家） 

山形ビエンナーレショップチャンネルオープニング映像制作／平田尚也（美術家・彫刻家）、安野太郎（作曲家） 

 

＜運営体制＞ 

総合プロデューサー・・・中山ダイスケ（東北芸術工科大学 学長） 

芸術監督・・・ 稲葉俊郎（医師／軽井沢病院総合診療科医長） 

キュレーター・・・三瀬夏之介（本学 芸術工学研究科長）／岩井天志（本学 教授 ）／原高史（本学 教

授 ）／深井聡一郎（本学 教授 ）／青山ひろゆき（本学 准教授 ）／アイハラケンジ（本学 准教授）／

安達大悟（本学 専任講師）ほか 

アートディレクター・・・小板橋基希（株式会社 akaoni 代表） 

事務局・・・東北芸術工科大学 地域連携推進課 

 

主催：東北芸術工科大学 

後援：山形県、山形市、山形県教育委員会、山形市教育委員会 

 

助成：令和 2年度 文化庁 大学における文化芸術推進事業（街とアートのマルチプレイ）、公益財団法人アサヒグループ芸

術文化財団、公益財団法人朝日新聞文化財団、公益財団法人花王芸術・科学財団、公益財団法人カメイ社会教育振興財団

（仙台市）、公益財団法人野村財団、公益財団法人福武財団 

協賛：株式会社AZOTH、株式会社アートエッグ、羽陽建設株式会社、うるしやまタクシー株式会社、株式会社オーイシ、株

式会社建装テクノ、株式会社四山楼、株式会社丹野園茶舗、有限会社東北環境総合サービス、株式会社ファースト興産、

株式会社本間利雄設計事務所、株式会社山形県観光物産会館、株式会社山形銀行、社会福祉法人山形サンシャイン大森、

山形酸素株式会社、株式会社山形ビルサービス、株式会社山本組、株式会社旅館古窯、菱機工業株式会社仙台支店 

寄附：株式会社 IHI 

 

■お問い合わせ 

山形ビエンナーレ事務局(東北芸術工科大学 地域連携推進課 担当：山縣・伊藤) 

〒990-9530 山形県山形市上桜田 3-4-5 

Tel：023-627-2091／Fax：023-627-2081／Email：museum@aga.tuad.ac.jp 


